
ぼくとわたしの新校舎

村出身のカメラマン
荒井賢治さんによる
撮影の様子

●村民の皆さん集まってください
村の写真集47常会集合写真の撮影が5月
21日にスタートしました。雨の中、村民
の皆さんも大変ですが、緑が一番美しい時
期です。ぜひご家族、ご近所の方とご一緒
に集まってください。

「村の写真集」
47常会の撮影すすむ
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歳 　 入 　 （単位：万円）

項　　　　目 予 算 額 収 入 済 額  収入率（％）
村 税 20,488 19,883 97.0
地 方 譲 与 税 等 5,327 3,616 67.9
利 子 割 交 付 金 116 116 100.0
配 当 割 交 付 金 52 52 100.0
株式等譲渡所得割交付金 131 131 100.0
地 方 消 費 税 交 付 金 1,817 1,817 100.0
自 動 車 取 得 税 交 付 金 1,010 1,010 100.0
地 方 特 例 交 付 金 689 689 100.0
地 方 交 付 税 152,144 152,114 100.0
交通安全対策特別交付金 68 36 52.9
分 担 金 及 び 負 担 金 1,723 1,420 82.4
使 用 料 及 び 手 数 料 2,776 2,251 81.1
国 庫 支 出 金 116,188 8,731 7.5
県 支 出 金 18,708 7,047 37.7
財 産 収 入 1,660 1,303 78.5
寄 附 金 1,041 1,049 100.8
繰 入 金 21,103 8,042 38.1
繰 越 金 23,791 27,303 114.8
諸 収 入 773 758 98.1
村 債 47,465 44,145 93.0

合　　　　　計 417,070 281,543 67.5

歳 　 出 　 （単位：万円）

項　　　　目 予 算 額 支 出 済 額  支出率（％）
議 会 費 3,694 3,649 98.8
総 務 費 47,744 42,674 89.4
民 生 費 30,445 20,424 67.1
衛 生 費 15,918 10,285 64.6
農 林 水 産 業 費 30,408 13,202 43.4
商 工 費 3,411 2,361 69.2
土 木 費 36,447 15,379 42.2
消 防 費 2,900 1,264 43.6
教 育 費 144,167 43,014 29.8
災 害 復 旧 費 4,904 3,098 63.2
公 債 費 53,246 53,244 99.9
諸 支 出 金 43,086 736 1.7
予 備 費 700 0 0.0

合　　　　　計 417,070 209,330 50.2
※四捨五入の関係で率に多少のずれがあります。

村の家計簿（平成22年度下半
期予算執行状況）を公表します。

　私たちの村の家計簿は、どのようになっているのでしょ
うか。納めた税金は、どのように使われているのでしょうか。
　村では、毎年11月末と5月末に財政状況を公表してい
ます。今回お知らせするのは、平成22年度下半期（10月
から3月）の予算の執行状況と基金や村債の現在高などで
す。数値は平成23年3月31日現在です。なお、4月から
5月末までは出納整理期間となるため平成22年度の決算
額とは異なります。

　佐那河内村財政事情書の作成及び公表に
関する条例（昭和44年条例第３号）第２条
第１項の規定により、平成22年10月１日
から平成23年3月31日までの期間におけ
る財政事情を公表いたします。

　　平成23年5月27日
　　　　　　　佐那河内村長　原　仁志

一 般 会 計
平成22年度下半期一般会計執行状況
平成22年度下半期（10月１日から3月31日まで）の一般会計の執行状況
　当初予算21億8,000万円は、6月・9月・11月・12月・1月・3月補正により、
4億7,642万円増額となり26億5,642万円となりました。さらに、昨年度から繰
越分として15億1,428万円を足すと3月末現在では41億7,070万円となっています。

●地方譲与税
　国税として徴収され、それが、法令で定
める配分基準にしたがって、地方公共団体
に譲与されたもの。本村に交付されたもの
としては、地方揮発油譲与税（平成21年度
の税政改正により自動車重量譲与税法を改
正し、地方道路譲与税が地方揮発油譲与税
と名称変更されたもの。）と、自動車重量譲
与税（自動車重量譲与税法により、国税と
して徴収される自動車重量税を県を通じて
交付されたもの。）がある。

●利子割交付金
　預貯金に係る利子の一部を県税として収
納し、市町村の個人県民税の額により按分
交付されたもの。

●自動車取得税交付金
　県に納付された自動車取得税から徴収費
の額を控除した額の70％を市町村に交付
されたもの。

●地方特例交付金
　特例交付金とは、児童手当の制度拡充に
伴う地方負担の増加に対応するための措置
として国から交付されるもの。

●地方交付税
　地方公共団体が等しく行うべき事務が遂
行できるように、国から交付されるもので、
国税である所得税、法人税、酒税、消費税
及びたばこ税の一定割合が交付される。地
方交付税には普通交付税と特別交付税があ
り、普通交付税は国の基準により算定した
需要額と収入額との差額が交付される。特
別交付税は、普通交付税では算定されない
地域の特殊事情により交付されるもの。

●交通安全対策特別交付金
　道路交通法により納付される反則金か
ら、事務費相当額を除いた金額が、県及び
市町村の安全施設整備事業の財源として交
付されるもの。

用　　語　　辞　　典
（歳入について説明します）
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１．予算の執行状況 （単位：万円）

区　分

会計別
予算額

歳 入 歳 出
収 入 済 額 支 出 済 額

3 月 31 日現在髙 収入率（％） 3 月 31 日現在髙 支出率（％）
一 般 会 計 417,070 281,543 67.5 209,330 50.2
国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 37,607 29,079 77.3 34,698 92.3
簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計 10,520 5,412 51.4 9,896 94.1
老 人 保 健 特 別 会 計 82 82 100.0 82 100.0
集 落 排 水 事 業 特 別 会 計 18,632 8,324 44.7 17,409 93.4
介 護 保 険 特 別 会 計 34,667 28,341 81.8 31,019 89.5
後期高齢者医療特別会計 3,068 1,838 59.9 2,975 97.0

合 計 521,646 354,619 68.0 305,409 58.6

２．財産、地方債及び一時金
　⑴　公有財産
　　（行政財産）
　　①　土地及び建物　　　　　　　　　　　　　　（単位：㎡）

区　　　　分

土　地
（地積）

建　　　　物
木造

（延面積）
非木造

（延面積） 計

3月31日現在
現在高

3月31日現在
現在高

3月31日現在
現在高

3月31日現在
現在高

本 庁 舎 3,743 1,579 1,579
老 人 憩 い の 家 319 319
公 民 館 443 443
保 健 セ ン タ ー 406 406
生 活 改 善 セ ン タ ー 257 257
農 業 振 興 セ ン タ ー 685 1,082 1,082
多目的研修集会施設 144 153 297
学 校 13,225 299 4,711 5,010
西 ノ ハ ナ 運 動 施 設 7,914 1,160 1,160
西ノハナコミュニティー施設 282 545 545
旧 中 学 校 6,397 2,563 2,563
子 育 て 拠 点 施 設 117 117
保 育 所 4,116 857 857
休 憩 所 500
リサ イクル セン タ ー 1,018 120 120
消 防 セ ン タ ー 124 63 213 276
防 火 水 槽 1,695
ロ グ ハ ウ ス 305 305
ふれあいグランドクラブハウス 37 37
看 視 舎 60 60
ヒルトップ ハウス 管 理 棟 338 338
大川原観光農園管理棟 222 222
府 能 発 電 所 資 料 館 90 90
公 衆 便 所（ 徳 円 寺 ） 27 27
公衆便所（高原広場） 27 27
公衆便所（ヒルトップハウス） 19 19
公衆便所（観光農園） 44 44
公衆便所（嵯峨老人憩いの家） 20 20
村 営 住 宅 1,426 283 283
中 央 運 動 公 園 44,485
キ ャ ン プ 場 避 難 所 30 30
中央運動公園管理棟 226 226
公衆便所（中央運動公園） 15 15
公衆便所（髙樋地区汚水処理施設） 17 17
山 林 （ 放 牧 場 ） 655,660

合 計 741,270 1,344 15,447 16,791

（普通財産）
①　土地及び建物　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：㎡）

区　　　　分
土　地

（地積）

建　　　　物
木造

（延面積）
非木造

（延面積） 計

3月31日現在
現在高

3月31日現在
現在高

3月31日現在
現在高

3月31日現在
現在高

教 員 住 宅 339 339
高 原 広 場 2,819
山 　  林  （ 放 牧 場 ） 792,028
雑 種 地 495
そ の 他 9,926

合 計 805,268 0 339 339

　⑵　基　金
　　①　土地開発基金

区 分 3月31日現在高

土 地
大 黒 地 域 広 場 1,274㎡
中 尾 谷 公 園 1,978㎡

計 3,252㎡
預 金 6,999万円

　⑷　一時借入金　　　0 千円

　　②　その他の基金　　　　　　　　　　　　　（単位：万円）
区 分 3月31日現在高

財 政 調 整 基 金 119,174
地 域 振 興 基 金 14,739
減 債 基 金 29,200
ふ る さ と 創 生 基 金 39,490
中 山 間 ふ る さ と 水 と 土 保 全 基 金 1,045
小 学 校 ・ 中 学 校 校 舎 等 改 築 基 金 10,813
残 土 処 理 場 運 営 基 金 1,730
応 援 基 金 130
国 民 健 康 保 険 財 政 調 整 基 金 8,604
介 護 保 険 支 払 準 備 基 金 2,164
介 護 従 事 者 処 遇 改 善 臨 時 特 例 基 金 82
水 道 基 金 534

合 計 227,705

　⑶　地方債残高
　平成23年3月31日の事業別現在高及び平成22年度の元利償還金は
次のとおりです。　　　　　　　　　　　　　　　（単位：万円）

事 業 名 地方債現在高 元利償還金
元　金 利　子

（ 一 般 会 計 分 ）
一 般 単 独 事 業 債 61,599 12,388 1,310
一 般 公 共 事 業 債 1,820 1,200 31
辺 地 対 策 事 業 債 1,764 1,049 28
過 疎 対 策 事 業 債 157,266 20,765 1,834
義務教育施設整備事業債 1,670 158 81
市町村振興資金（準過疎） 0 335 5
災害復旧事業債（補助） 6,050 1,475 77
財 源 対 策 債 9,881 2,544 184
母 子 福 祉 小 口 貸 付 金 0 15 0
減 税 補 て ん 債 1,373 105 21
臨 時 税 収 補 て ん 債 670 88 15
臨 時 財 政 対 策 債 46,259 9,017 535
一 般 会 計 合 計 288,352 49,139 4,121

（ 特 別 会 計 分 ）
簡 易 水 道 特 別 会 計 74,242 5,452 2,130
農 業 集 落 排 水 特 別 会 計 158,652 11,190 3,723
特 別 会 計 計 232,894 16,642 5,853

合 計 521,246 65,781 9,974
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平成 23年５月議 会 行 事 出 席 報 告議 会 行 事 出 席 報 告 〈場　所〉
（出席者）

 ６日 平成 23年第１回村議会臨時会〈役場〉（全議員）

 11～13 日 勝名地区町村議会議長会視察研修〈北海道知内町、余市町、小樽市〉（長尾、岡本正副議長、

松下事務局長）

 17～19 日 勝名地区町村監査委員連絡協議会視察研修〈京都府伊根町、鳥取県岩美町、智頭町〉（井開、

瀧倉監査委員、松下書記）

 20 日 村元議会議員の会定期総会〈村内〉（長尾議長、松下事務局長）

 24 日 ５月分例月出納検査〈役場〉(井開、瀧倉監査委員）

 24 日 村農業委員会総会〈農振センター〉（大岩農業委員）

 31 日 佐那河内小中学校大運動会〈佐那河内小・中学校運動場〉（長尾、岡本正副議長他各議員）

  村社会福祉協議会理事会・評議会〈農振センター〉（長尾、岡本正副議長）
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き
支
給
す
る
た
め
の
改

正
を
し
た
。

　
人
事
案
件

議
案
第
43
号　

監
査
委
員
の
選
任
に

つ
い
て

  

議
会
選
出
監
査
委
員
と
し
て
瀧
倉

俊
晴
氏
の
選
任
に
同
意
し
た
。

議

会

だ

よ

り

議

会

だ

よ

り

第１回臨時会

　
平
成
23
年
第
１
回
佐
那
河
内
村
議
会
臨
時
会
が
５
月

６
日
開
会
さ
れ
、
専
決
承
認
案
件
９
件
、
人
事
案
件
１

件
の
あ
わ
せ
て
10
件
の
審
議
を
行
い
、
原
案
ど
お
り
可

決
承
認
し
、
閉
会
い
た
し
ま
し
た
。
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（
◎
委
員
長　

○
副
委
員
長
）

　
　

役
職
名　
　
　

氏　
　

名

■
議

長　

長　

尾　

久　

代

■
副

議

長　

岡　

本　

隆　

次

■
常
任
委
員
会

　

総
務
産
業
建
設
委
員

　
　
　
　
　
　

◎
大　

岩　

和　

久

　
　
　
　
　
　

○
岡　

本　

隆　

次

　
　
　
　
　
　
　

中　

野　
　
　

實

　
　
　
　
　
　
　

瀧　

倉　

俊　

晴

　

文
教
厚
生
委
員

　
　
　
　
　
　

◎
仁　

羽　

悟　

郎

　
　
　
　
　
　

○
伊　

藤　

博　

美

　
　
　
　
　
　
　

松　

長　

英　

視

　
　
　
　
　
　
　

長　

尾　

久　

代

■
議
会
選
出
委
員

　

監
査
委
員　
　

瀧　

倉　

俊　

晴

　

農
業
委
員　
　

大　

岩　

和　

久

　

小
松
島
市
外
三
町
村
衛
生
組
合
議
員　

　
　
　
　
　
　
　

長　

尾　

久　

代

　
　
　
　
　
　
　

中　

野　
　
　

實

　

国
保
委
員　
　

仁　

羽　

悟　

郎

　
　
　
　
　
　
　

伊　

藤　

博　

美

　

こ
の
た
び　

５
月
６
日
に
開
か
れ
ま
し
た
臨
時
議
会
に
お

き
ま
し
て
議
長
と
い
う
大
役
に
ご
推
挙
い
た
だ
き
ま
し
た
。

も
と
よ
り
微
力
の
私
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
責
任
の
重
さ
を

痛
感
し
身
が
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。
自
分
を
常
に

「
恥
を
知
れ
」
と
言
う
言
葉
を
胸
に
、
議
会
の
名
を
汚
す
こ

と
な
く
議
会
発
展
の
た
め
最
善
の
努
力
を
い
た
す
所
存
で
ご

ざ
い
ま
す
。

　

さ
て
、
本
村
に
お
い
て
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
財
政
状
況

に
あ
り
、先
般
の
東
日
本
大
震
災
の
復
旧
、復
興
と
も
艦
み
、

頼
み
の
交
付
税
の
影
響
が
心
配
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

と
は
い
え
、
本
村
に
お
い
て
も
少
子
高
齢
化
の
進
行
や
、

人
口
減
少
へ
の
対
応
、
防
災
対
策
、
農
業
振
興
な
ど
が
遅
れ

て
お
り
、
近
々
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
が
山

積
し
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
中
で
、
や
は
り
優
先
順
位
を
考
え
た
場
合
、
直
ち
に

取
り
組
む
べ
き
も
の
は
、
村
民
の
生
命
を
守
る
た
め
の
救
急

医
療
体
制
の
整
備
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
の
中
、
先
の
村
議
選
か
ら
議
員
定
数
が
２

人
減
の
８
人
と
な
っ
た
今
、
私
た
ち
に
課
せ
ら
れ
た
役
割
と

責
任
は
、
今
後
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

村
民
の
皆
さ
ま
が
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
村
づ
く
り
を
め

ざ
し
て
全
力
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
今

後
と
も
村
議
会
に
な
お
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
の
お
願
い

を
申
し
上
げ
就
任
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

佐
那
河
内
村
議
会
構
成

議
長
就
任
の
挨
拶

佐
那
河
内
村
議
会
議
長　

長 

尾　

久 

代

「村の写真集」佐那河内今昔

現在進行中の「村の写真集」の佐那河内村
今昔のコーナーで昔の写真を募集します。
お手持ちの昔の写真と今の姿を観せる
コーナーです。

●募集期間　６月15日～７月15日まで
●募集枚数　10枚程度
●サイズなど　写真の大きさは問いませんが、
できるだけ「アルバム」などから剥がしてくださ
い。モノクロ、カラーは問いません。

●写真内容　できるだけ村の景色が広く写って
いるものにしてください。人物が写っている場
合はご本人に許可をもらってください。

●応募は　左記にご持参いただくか、郵送して
ください。郵便の場合は必ず住所、氏名、電
話をお書きください。

　預かった写真は後日お返しします。

　お問い合わせ・お申し込み

総務企画課
TEL.679-2113　IP 5000～5004

昔の写真募集します
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5/13
（金）

　村の写真集の企画として、村
民の皆さんが撮影した写真を掲
載します。
　その準備として、村民カメラマンを募集し、荒井賢治
さんを講師に、写真教室を開催しました。
　荒井さんから撮影の仕方や、カメラの設定の仕方など
プロならではのアドバイスを、参加者はメモを取ったり、
実際にカメラをのぞいたりしながら学習しました。

村民カメラマン写真教室開催

5/15
（日）

　消防団分団対抗ソフトボール大会が、中央運動公園にてスポーツクラブ運営により行われました。
　当日は、晴天に恵まれ、村内７つの分団で対抗して競技しました。
　優勝は第７分団、準優勝は第２分団でした。分団同士が交流を深めた楽しい１日でした。

消防団分団対抗ソフトボール大会

5/20
（金）

　小学生・保護者と徳島東ドライバーク
ラブの皆さんと一緒に安全運転を呼びか
けました。
　子どもたちの元気なあいさつに運転手
の方も気持ちが引き締まったようです。

～安全運転でいってらっしゃい♪～

春の全国交通安全運動
街頭キャンペーン

村民カメラマンの活躍が今から楽しみです !!

交通
ルールを守りましょ～

sanagochi6



　平成23年5月24日
㈫農振センター 1階
大会議室で行いまし
た。会員及び事務局
を合わせて46人参加。
　今年度の予定として、11月に各部会で協議をした提案について
プレゼンテーションを行う予定です。
　総会後は、集環境計画の島博司さんをお迎えし、「これからの村づ
くり（地域づくり）に求められるもの」と題して講演会を行いました。

各家庭から持ち寄った生ゴミ 

　人参の皮、キャベツの芯、バナナ、
じゃが芋、芋の皮、だしいり…い
ろいろな生ゴミが集まりました。 
　「実は、皮や芯には、『成長点』が
あり、活性化作用があるんだよ」と
吉田先生。 

生ゴミに「ぼかし」を混ぜ，土と混ぜそしてプランターへ。 

　プランターの土壌の変化を子どもたちと一緒に観察し元
気野菜の成長、収穫を楽しみにしています。 

　中山間地域等直接支払事業の取り組みとして、平
地集落協定が小学校と連携し、協定内の竹田幸二さ
んの田んぼで、小学５年生（19人）
が「もちみのり」という餅米の苗を植
えました。この餅米を利用してぼた
餅を作る予定で、子どもたちは、今
からとても楽しみにしていました。

『保育所生ゴミエコ教室』を年長組親子対象に実施しました。 
　　　講師：吉田俊道先生（長崎県在住）

　住民会議「やさしい健康
な村づくり部会」の皆さんに   
　お手伝いいただきました。

5/24
（火）

5/30
（月）

「生ゴミから元気な野菜づくり」 
「元気な野菜から元気な子（人）づくり」

6/１
（水） 小学５年生の田植え体験！

村づくり住民会議総会を開催
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大
運
動
会

平
成
23
年
度
佐
那
河
内
小
・
中
学
校

    「翔け! 情熱☆」
〜勝利をめざして〜

「みんなが主役 心を合わせる 佐小っ子」

当初５月29日㈰に予定されていた小・中大
運動会でしたが、台風２号の影響で５月31
日㈫に順延となりました。しかし当日は、絶
好の運動会日和で、小学生も中学生も保護者
も先生も汗を流して競技しました。

小学校
スローガン

中学校
スローガン

中学校
スローガン

小学校
スローガン
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改
正
法
の
適
用
は
、
新
築
・
既
存
住
宅

に
つ
い
て
村
火
災
予
防
条
例
に
よ
り
平
成

23
年
5
月
31
日
ま
で
に
設
置
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

 

　
国
内
で
は
、
住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
数

が
急
増
し
て
お
り
、
昭
和
61
年
以
来
全
国

で
1
0
0
0
人
を
超
え
る
結
果
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
う
ち
、
約
7
割
が
逃
げ
遅

れ
に
よ
る
も
の
で
す
。
こ
れ
ま
で
個
人
の

住
宅
で
の
火
災
予
防
は
、
自
己
責
任
と
し

て
消
防
法
の
適
用
対
象
と
さ
れ
て
き
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
現
在
、
住
宅
火
災
の
死
者

数
は
建
物
火
災
全
体
の
約
9
割
を
占
め

て
、
火
災
発
生
時
の
死
者
発
生
率
も
住
宅

以
外
の
建
物
と
比
較
し
て
5
倍
程
度
高
い

状
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
背
景

の
も
と
、住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
は
、

安
心
を
確
保
で
き
る
と
い
う
点
で
評
価
で

き
る
と
し
て
義
務
化
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

 
　
住
宅
に
お
け
る
火
災
の
発
生
を
未
然
に

ま
た
は
早
期
に
感
知
し
、
警
報
す
る
警
報

器
の
こ
と
で
、
次
の
い
ず
れ
か
を
設
置
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

◎
住
宅
用
火
災
警
報
器
…
感
知
部
、
警
報

部
等
が
一
体
と
な
っ
た
単
体
タ
イ
プ
の

警
報
器

◎
住
宅
用
火
災
警
報
設
備
…
感
知
器
、
受

信
機
、
中
継
器
等
か
ら
構
成
さ
れ
る
シ

ス
テ
ム
タ
イ
プ
の
警
報
設
備

　 

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
主
な
タ
イ
プ

　
○
感
知
方
式
…
煙
式
・
熱
式
　

　
○
設
置
位
置
…
天
井
・
壁
面
　

　
○
警
　
　
報
…
ア
ラ
ー
ム
・
音
声
　

　
○
電
　
　
源
…
電
池
・
家
庭
用
電
源

※
現
時
点
に
お
け
る
住
宅
用
火
災
警
報
器

の
国
内
メ
ー
カ
ー
価
格
は
、
1
個
当
た

り
数
千
円
〜
1
万
円
程
度
で
す
。今
後
、

普
及
に
伴
っ
て
、
価
格
の
低
減
が
見
込

ま
れ
て
い
ま
す
。

※
マ
ン
シ
ョ
ン
や
ア
パ
ー
ト
で
も
、
住
宅

用
火
災
警
報
器
等
の
設
置
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
こ
の
場
合
の
設
置
者
は
、
消

防
法
に
よ
り
住
宅
の
所
有
者
、
管
理
者

ま
た
は
占
有
者
の
い
ず
れ
か
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

設
置
は
お
済
み
で
す
か
?
住
宅
用
火
災
警
報
器
等

設
置
は
お
済
み
で
す
か
?
住
宅
用
火
災
警
報
器
等

―
住
宅
火
災
か
ら
大
切
な

　
　
　命
を
守
る
た
め
に
―

　
平
成
16
年
6
月
に
消
防
法
が
改
正
さ
れ
、
住
宅
火
災
に

よ
る
被
害
を
低
減
す
る
た
め
、
す
べ
て
の
住
宅
に
住
宅
用

火
災
警
報
器
等
の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

義
務
化
の
背
景

住
宅
用
火
災
警
報
器
と
は
？

　就寝に使用する部屋に設置し
ます。（普段就寝している部屋
のことで、来客が就寝するよう
な部屋は除きます）

　就寝に使用する部屋がある階
の階段の踊り場の天井または、
壁に設置します。（ただし、1
階などの容易に避難できる階は
除きます）

　火災警報器を設置しない階で就寝に使用しない居室が2階以上連
続する場合、火災警報器を取り付けた階から2階離れた居室のある
階の階段に設置します。

１．まずは寝室をチェック

三階建て以上はさらにチェック

2．次に階段をチェック

す
べ
て
の
住
宅
が
6
月
よ
り

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
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41
その

「
緑
の
ふ
る
さ
と
協
力
隊
」

　

緑
の
ふ
る
さ
と
協
力
隊
の
本
田
百
合
子
で
す
。

　

先
月
の
広
報
が
発
行
さ
れ
た
後
、
会
う
人
会
う
人
に
「
広
報
読
ん
だ
よ
！
」
と
声
を

か
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
村
民
の
皆
さ
ん
が
協
力
隊
に
関
心
を
持
っ
て
く
れ
て
い
る

こ
と
を
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
な
が
ら
、
日
々
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
佐
那
河
内
で
の
協
力
隊
の
活
動
は
主
に
農
作
業
の
お
手
伝
い
が
中
心
で
す

が
、
オ
カ
リ
ナ
や
英
会
話
と
い
っ
た
趣
味
の
サ
ー
ク
ル
な
ど
に
も
お
誘
い
を
い
た
だ

き
、
楽
し
ま
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
も
ろ
も
ろ
の
活
動
を
通
じ
て
出
会
う

方
々
と
か
わ
す
些
細
な
会
話
の
中
で
、
私
が
感
じ
た
こ
と
を
お
話
し
ま
す
。

　

協
力
隊
に
来
た
理
由
や
佐
那
河
内
の
第
一
印
象
な
ど
と
と
も
に
、
皆
さ
ん
に
よ
く
尋
ね

ら
れ
る
の
が
「
こ
ん
な
田
舎
で
一
人
暮
ら
し
だ
と
、
夜
は
暗
い
し
静
か
だ
し
一
人
で
さ
み

し
く
な
っ
た
り
怖
く
な
っ
た
り
し
な
い
？
」
と
い
う
質
問
で
す
。

　

親
戚
も
友
人
も
知
り
合
い
も
一
人
も
い
な
い
土
地
へ
や
っ
て
き
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

佐
那
河
内
に
来
て
か
ら
寂
し
い
気
持
ち
に
な
っ
た
り
、
心
細
く
な
っ
た
り
し
た
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
な
ぜ
な
の
か
考
え
て
み
る
と
、
活
動
先
の
農
家
さ
ん
や
ご
近
所
の

方
、
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
会
の
方
、
村
民
の
皆
さ
ん
が
自
分
を
気
に
か
け
て
く
れ
て

い
る
と
い
う
安
心
感
が
あ
る
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

　
「
今
日
は
ど
こ
へ
手
伝
い
に
行
っ
て
き
た
の
？
」
「
こ
っ
ち
の
生
活
に
は
慣
れ
て
き

た
？
」
な
ど
本
当
に
何
気
な
い
問
い
か
け
か
ら
、
一
人
で
心
細
い
の
で
は
な
い
か
と
私
を

気
遣
っ
て
く
れ
る
想
い
が
伝
わ
っ
て
き
て
、
と
て

も
温
か
い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

　

村
の
方
同
士
の
会
話
や
行
動
の
節
々
に
も
「
お

互
い
を
思
い
や
る
気
持
ち
」
が
表
れ
て
い
る
と
感

じ
ま
す
。
私
も
そ
ん
な
風
に
自
然
に
人
を
思
い
や

る
こ
と
の
で
き
る
人
間
に
な
り
た
い
と
思
う
、
今

日
こ
の
頃
で
す
。

　

写
真
は
５
月
の
連
休
に
、
大
川
原
高
原
で
嵯
峨

地
区
の
女
性
グ
ル
ー
プ
嵯
峨
野
小
町
の
か
き
揚
げ

う
ど
ん
の
出
店
の
お
手
伝
い
を
し
た
時
の
も
の
で

す
。
地
元
の
食
材
を
使
っ
た
か
き
揚
げ
は
と
て
も

お
い
し
く
て
、
お
客
さ
ん
た
ち
に
も
好
評
で
し
た
。

子ども手当は引き続き支給されます

●支給金額　子ども１人につき　月額13,000円
●支給対象となる子ども　０歳から中学校卒業まで
　　　　　　　　　　　　　（０歳から15歳になった後の最初の３月31日まで）
●支　給　月　平成23年６月（平成23年２月分～５月分）
　　　　　　平成23年10月（平成23年６月分～９月分）

◆次の人は、申請手続きが必要です。
　●出生などにより、新たに養育する子どもができた人
　●既に受給していて、出生などにより養育する子どもが増えた人
　●既に受給していて、他の市町村から引越しをされた人

◆次の人は、手続きの必要はありません。
　●既に受給していて、支給対象となる子どもの数に変更がない人

◆平成23年６月の現況届の提出は不要です。
　ただし、10月に届出・申請などが必要となることがあります。

ご

　注

　意 ●問い合わせ先●

住民福祉課

子ども手当は、平成23年４月～９月までの ６カ月間 これまでと
同じ月額13,000円で引き続き支給されることになりました。
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庁舎前来客用駐車スペースの拡大について庁舎前来客用駐車スペースの拡大について
庁舎前・農振センター前から国道までの間で合計30台の
来客用駐車スペースを確保しました。
ご利用ください。

農業振興センター
役　場

玄関玄関

公用車

公用車

1 2 3 4

9 10 11 12 13 14

18 19 2015 16 17 21 22

23 24 25 26 27
28
29
30

5 6 7 　

R438

高齢者専用 障害者
専用

8

　
「
倒
壊
の
危
険
あ
り
」
と
診
断
さ
れ
た
住

宅
に
耐
震
改
修
費
を
補
助
し
ま
す

１
、
対
象
と
な
る
木
造
住
宅

　

次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
木
造
住
宅

① 
村
が
実
施
し
た
木
造
住
宅
耐
震
診
断
を
受

け
、「 
倒
壊
ま
た
は
大
破
壊
の
危
険
が
あ

り
ま
す
」
と
診
断
さ
れ
た
住
宅
で
、
耐
震

改
修
計
画
に
よ
り
耐
震
性
が
、「 

一
応
安

全
で
す
」
と
な
る
工
事

② 

年
度
内
に
改
修
工
事
が
完
了
す
る
も
の

２
、
補
助
金
額

　

耐
震
改
修
工
事
費
の
３
分
の
２
（
限
度
額

は
60
万
円
）

３
、
申
し
込
み
方
法
、
募
集
戸
数

　

耐
震
診
断
を
受
け
ら
れ
た
人
で
、
基
準
値

０
・
７
を
下
回
る
住
宅
が
対
象
で
す
。
今
年

度
募
集
戸
数
は
2
戸
で
す
。
申
込
先
は
産
業

建
設
課
耐
震
化
促
進
事
業
担
当
で
す
。

☆ 

耐
震
改
修
を
実
施

し
た
場
合
、
所
得

税
控
除
制
度
が
あ

り
ま
す
。

　

平
成
23
年
12
月
完

了
で
改
修
の
事
業
を

実
施
し
た
場
合
、
所

得
税
控
除
対
象
に
な

り
ま
す
。

　

木
造
住
宅
耐
震
診
断
　

　
の
お
知
ら
せ 

　

今
後
30
年
以
内
に
発
生
す
る
確
率
が
60
％

程
度
の
南
海
地
震
へ
の
備
え
、
あ
な
た
の
お

家
の
耐
震
診
断
を
受
け
て
み
ま
せ
ん
か
？

１
、
対
象
と
な
る
木
造
住
宅

　

次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
木
造
住
宅

① 

昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着
工
さ
れ
た

普
通
の
木
造
住
宅
（
新
耐
震
基
準
以
前
）

② 

在
来
軸
組
工
法
や
伝
統
工
法
に
よ
り
建
築

さ
れ
た
住
宅
（
木
質
プ
レ
ハ
ブ
工
法
や

ツ
ー
バ
イ
フ
ォ
ー
は
除
く
）

③ 

平
屋
ま
た
は
２
階
建
て
住
宅
（
３
階
建
て

以
上
は
対
象
外
）（
併
用
住
宅
、
共
同
住

宅
・
長
屋
、
借
家
を
含
む
）

④
現
在
、
居
住
し
て
い
る
住
宅

２
、
自
己
負
担
金

① 

一
戸
建
て
の
場
合
、
３
、０
０
０
円
必
要

で
す
。（
２
戸
以
上
の
共
同
住
宅
・
長
屋
な

ど
の
場
合
は
、６
、０
０
０
円
必
要
で
す
。）

② 

現
地
調
査
終
了
後
に
診
断
員
に
直
接
お
支

払
い
く
だ
さ
い
。

３
、
申
込
書
類

　

木
造
住
宅
耐
震
診
断
申
込
書
（
産
業
建
設

課
に
あ
り
ま
す
。）、
外
観
写
真
（
サ
ー
ビ
ス

版
２
枚
）
建
築
時
期
の
わ
か
る
書
類
（
建
築

確
認
通
知
書
、
建
築
物
の
登
記
簿
な
ど
）

　

耐
震
診
断
の
お
申
し
込
み
は
、
申
込
書
、

添
付
書
類
を
添
え
て
6
月
15
日
～
1
月
31
日 

ま
で
（
申
込
先
着
順
）

　

募
集
戸
数
は
5
戸
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

■
申
込
書
、
申
込
先　

　

産
業
建
設
課　

耐
震
化
促
進
事
業
担
当

木
造
住
宅
耐
震
改
修
事
業

の
お
知
ら
せ
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　篤志によるご寄付を有効に使わせていただ
き、ふるさとさなごうちの更なる発展を期す
とともに、今後とも皆さんからの村への熱き
思いを心からお待ちしています。
　「ふるさと納税」についての詳しいことは、
総務企画課までお問い合わせください。

　上田龍雄さんから一般寄附としてご寄附いただ
きました。
  この浄財は、その年度中に一般財源として使わせ
ていただきます。ありがとうございました。

　今まで、「燃えるゴミ」として出されていた「プラス
チック製容器包装」を役場前追上駐車場で試験的に収
集しています。今回、５月19日㈭に収集したプラス
チック製容器包装をリサイクル処理委託先である旭
鉱石㈱に引き渡しました。引き渡し量は、70kgでした。
　今後もプラスチック製容器包装の分別にご協力お
願いいたします。

❖ プラスチック製容器包装とは
　食料品や日用品などの商品を買ったときに使われているプラスチック製の入れ物（容器）や包み
（包装）のことです。すなわち、中身（商品）を使った後にゴミとなってしまう物です。
　　（例）コンビニ弁当

　ご飯やおかずを入れたプラスチック製の入れ物（容器）と入れ物を包むビニール（包装）で
販売されています。中身のご飯とおかずを食べた後はゴミになります。

❖ 見分け方
・ほとんどのプラスチック製容器包装には、識別マークが付いています。
・識別マークの表示スペースがないものは、本体など別の場所にまとめて書いている場
合があります。

・洗っても汚れが落としにくいものや、プラスチックでできていても商品そのものは容器
包装プラスチックではないので対象にはなりません。燃えるゴミとして出してください。

徳島市在住　
　　山　崎　笑　子 さん

上 田　龍 雄さん

ありがとうございます。
ふるさと納税!

ありがとうございます。一般寄附　一般寄附　

第１回目のプラスチック製容器包装の引き渡しを実施しました。
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雑がみを「燃えるゴミ」として出していませんか？雑がみを「燃えるゴミ」として出していませんか？

・紙箱、包装紙、コピー紙、ノート、割り箸の袋、紙袋、トイレットペーパーやラップの芯
・ティッシュボックス（取り出し口のビニールを取ってください）
・パンフレット、カレンダー（プラスチックや金具は取り除いてください）
・封筒（窓枠のフィルムは取ってください）など

　雑がみを出すときは、紙袋にいれ
たり、大きさを整えてひもで縛るな
ど風で飛ばないように排出してくだ
さい。

混ぜないでください 雑がみの出し方

リサイクルできる雑がみ《例として》

SOFT TISSUE SOF
T TI
SSU
E

CALENDER窓枠のフィルムは
取ってください

プラスチックや金具は
取り除いてください

取り出し口のビニールを
取ってください

　雑がみを出すときには、注意しなければならない点が
あります。例えば、食品や洗剤などがついているもの、
プラスチックとの複合素材の製品、使用して汚れたティッ
シュペーパーなどは除きます。その他にも、紙を加工し
たものや紙以外のものも出さないでください。

例として

・紙コップや紙皿など防水加工してあるもの
・油紙
・金紙や銀紙
・合成紙（プラスチック製品で紙ではないもの）
・アイロンプリント紙（布地に加熱してまんがなどを
プリントするもの）
・主に点字などに利用されている熱を加えると発泡す
る紙
・印画紙の写真、インクジェット写真プリント用紙
・複写伝票などの裏カーボン紙、ノーカーボン紙
・匂いの付いた紙（洗剤や線香の紙箱など）
・水にぬれた紙、油のついた紙、汚れた紙など
　　　上記のものは、可燃ゴミとして出してください。

　雑がみとは、毎週水曜日追上駐車場で収集している家庭から出る古紙のうち、新聞紙（折
込広告チラシを含む）、雑誌、段ボール、紙パック（飲料用）のいずれの区分にも入らないもの
をいいます。
○村では、資源として再利用するため、「雑がみ」の分別回収を進めています。
○資源として活用でき、お金になる「雑がみ」を高いお金をかけて燃やさないように、みん
なで取り組みましょう。
※焼却すると１ｋｇあたり収集運搬費も含めて５４円の経費がかかります。回収すると５円（平
成23年度）の収入となり、資源として再利用されます。

資源として活用でき、
お金になる「雑がみ」を
高いお金をかけて燃や
さないように、みんな
で取り組みましょう。
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農
業
委
員
会
委
員

一
般
選
挙
執
行
に
つ
い
て

◆
投
票
期
日
・
時
間

　

平
成
23
年
7
月
10
日
㈰

　

午
前
7
時
～
午
後
8
時

◆
投
票
場
所

　

第
１
区
投
票
場
所　

高
樋
保
健
セ
ン
タ
ー

　

第
２
区
投
票
場
所　

嵯
峨
老
人
憩
い
の
家

　

第
３
区
投
票
場
所　

宮
前
公
民
館

◆
期
日
前
投
票
・
時
間

　

平
成
23
年
7
月
6
日
㈬
～
7
月
9
日
㈯

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
8
時

◆
場　

所　

　

佐
那
河
内
村
農
業
総
合
振
興
セ
ン
タ
ー

◆
開
票
期
日
及
び
場
所

　

平
成
23
年
7
月
10
日
㈰

　

村
役
場
3
階
ホ
ー
ル

◆
選
挙
の
告
示

　

平
成
23
年
7
月
５
日
㈫

◆
立
候
補
届
出
日
（
締
切
日
）
及
び
場
所

　

平
成
23
年
7
月
５
日
㈫

　

佐
那
河
内
村
農
業
総
合
振
興
セ
ン
タ
ー

　

1
階
会
議
室

◆
立
候
補
予
定
者
説
明
会
の
期
日
及
び
場
所

　

平
成
23
年
6
月
24
日
㈮

　

午
後
1
時
30
分
～

　

佐
那
河
内
村
農
業
総
合
振
興
セ
ン
タ
ー

　

２
階
大
会
議
室

保護者の皆様へご案内

　今年度は、通常の３歳・４歳のお子様に加えて、小学３年生・小学４年生の
お子様にも、日本脳炎の予防接種をご案内しています。
　小学３年生・小学４年生のお子様がいらっしゃる保護者の方は、母子健康手
帳を確認し、日本脳炎の１期接種が不足している場合は接種を受けましょう。

■ 日本脳炎の予防接種後に重い病気になった事例があったことをきっかけに、平成17
年度から平成21年度まで、日本脳炎の予防接種をご案内しませんでした。

■ その後、新たなワクチンが開発され、現在は日本脳炎の予防接種を通常通り受けられ
るようになっています。

■ 平成７～18年度に生まれた人は、日本脳炎の予防接種が不十分になっていることが
あります。特に平成13〜18年度生まれ（「年中」相当〜小学４年生）のお子様は、１
期接種が終わっていないことがあります。

■ これらのお子様には、平成23年度から順次接種をご案内します。平成23年度は小学
３年生・４年生のお子様にご案内し、それ以下の年齢のお子様には、平成24年度以
降にご案内します。

※ 小学３年生・小学４年生のお子様へのご案内の方法などは市町村ごとに異なっていますので、
不明の場合はお問い合わせください。

※ ご案内の対象となっていない場合でも、平成７年６月１日～平成19年４月１日生まれで、１
期・２期の接種が終わっていないお子様は、20歳未満までの間、接種を受けることができま
すので、希望する人はお問い合わせください。

平成23年度

予防接種を受ける方法や、受けられる医療機関など、詳しい情報は、
住民福祉課まで、お問い合わせください。

日本脳炎の予防接種を受けましょう。日本脳炎の予防接種を受けましょう。
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●がん検診日程及び場所
検診日程・【申込期限】 検診場所 受付時間

８月６日（土）【 ７月15日（金）】

徳 島 県 総 合
健 診 セ ン タ ー

9：30～11：00
 (婦人科検診は11：00～12：00）

９月３日（土）【 ８月12日（金）】
10月１日（土）【 ９月９日（金）】
11月５日（土）【10月14日（金）】

12月２日（金）【11月11日（金）】 農業振興センター
9：00～11：00　

婦人科及び骨密度検査は13：00～13：30
　※ただし、乳がん検診は、午前中も受付します。

●がん検診内容及び負担金

検診内容 対　　象　　者 負担金

胃 が ん 検 診 40 歳以上の村民 500 円

肺 が ん 検 診 40 歳以上の村民（65 歳以上の人は結核検診を含みます） 100 円

喀 痰 検 査 肺がん検診受診者で、肺がんの危険性が高いと認められた村民 300 円

大 腸 が ん 検 診 40 歳以上の村民 300 円

肝炎ウイルス検査

①平成 23 年度において満 40 歳となる村民
　（昭和 46 年 4 月 1 日～昭和 47 年 3 月 31 日生まれの人）
②平成 14 年度から平成 22 年度までの間に、肝炎ウイルス

検査の対象者であって、受診の機会を逸した村民

300 円

前 立 腺 が ん 検 診 50 歳以上の村民（男性のみ） 1,000 円

骨 密 度 検 査 40 歳以上の村民 400 円

（ 婦 人 科 検 診 ）
子 宮 が ん 検 診

20 歳以上の村民（女性のみ）
※ 2 年に 1 回の受診が標準です。（原則として、平成 22 年

度に受診された人は、平成 24 年度に検診を受けてくだ
さるようお願いします。）

400 円

（ 婦 人 科 検 診 ）
乳 が ん 検 診

40 歳以上の村民（女性のみ）
※ 2 年に 1 回の受診が標準です。（原則として、平成 22 年

度に受診された人は、平成 24 年度に検診を受けてくだ
さるようお願いします。）

※ 12 月２日（金）は、午前中も受付します。

1,000 円

※生活保護受給者は、負担金は無料です。
※12月2日㈮の村内で行う健診では、歯科健診も行います。歯科健診の負担金は無料なので、この

機会にぜひ受診してください。
※特定健診受診券をお持ちの方は、がん検診と同時実施できます。ご希望の人は、がん検診予約時に

お申し出ください。
※6月から11月までのがん検診では、健診センターにおけるオプション項目【頚部エコー検査：負

担金3,150円・腹部エコー検査：負担金4,770円】を追加できます。ご希望の人は、がん検診予約
時にお申し出ください。

　がん検診を次の日程で実施します。受診をご希望される人は、事前予約が必要です。各検診日程の
申し込み期限までに、住民福祉課保険衛生係までお申し込みください。

平成23年度 がん検診のお知らせ
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さなごうちスポーツクラブ案内さなごうちスポーツクラブ案内

〈農振センター〉　  2階和室
 健康運動教室　
　 20：00～21：00

　〈村民体育館〉
 卓  球
　 19：30～21：00
 ※バドミントン　
　 20：00～22：00

●お問い合わせ●
　さなごうちスポーツクラブ事務局
                         （教育委員会内）
　☎679-2817　IP5006

・※印の種目は活動費が必要です。
・ジュニアスポーツ教室は別途案内します。
・参加される方でスポーツクラブ未加入の方は、
事前に事務局で参加申込・スポーツ保険加
入の手続きをしてください。

・日程は変更する場合があります。

7月

スポーツ振興くじ助成事業

卓　球

卓　球

バドミントン

バドミントン健康運動教室

健康運動教室 バドミントン

バドミントン

      1 2 

 3 4 5 6 7 8 9 

 10 11 12 13 14 15 16 

 17 18 19 20 21 22 23 

 24 25 26 27 28 29 30 

日 月 火 水 木 金 土

佐那河内村人権教育研究協議会・佐那河内村教育委員会

佐那河内村の人権教育　　VOL.174

31

ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
イ
オ
レ
ン
ス（
Ｄ
Ｖ
）と
は

　
昨
今
は
、
争
い
を
好
ま
な
い
「
平
和
主
義
者
」
が
増
え
て
い
る
と
い
う
話
題
が
多
く
、
か
つ
て
盛

ん
に
議
論
が
重
ね
ら
れ
て
い
た
「
Ｄ
Ｖ
問
題
」
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
は
減
っ
て
い
る
よ
う
に
思

わ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
警
察
庁
の
ま
と
め
に
よ
る
と
、
平
成
22
年
の
１
年
間
に
全
国
の
警
察
で
認
知

し
た
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
の
件
数
は
３
万
３
８
５
２
件
（
前
年
比
の
20
・
２
％
増
）
に
上
り
、
統
計

を
取
り
始
め
た
平
成
13
年
以
降
、
最
悪
の
数
字
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
Ｄ
Ｖ
に
見
ら
れ
る
暴
力
行
為
は
、身
体
的
暴
力
の
み
を
指
す
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。精
神
的
暴
力
、

経
済
的
暴
力
、
性
的
暴
力
、
社
会
的
隔
離
等
さ
ま
ざ
ま
な
形
態
が
存
在
し
ま
す
。

　
仲
の
い
い
夫
婦
や
恋
人
同
士
で
あ
れ
ば
、
冗
談
を
言
い
あ
っ
た
り
軽
く
叩
き
あ
っ
た
り
す
る
こ
と

は
多
い
も
の
。
し
か
し
、
暴
力
を
そ
れ
ら
の
延
長
で
あ
る
よ
う
な
感
覚
で
捉
え
て
い
る
人
が
多
く
、

親
し
い
関
係
に
あ
る
相
手
か
ら
受
け
る
暴
力
を
、
当
事
者
同
士
も
、Ｄ
Ｖ
と
い
う
こ
と
に
気
づ
か
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
Ｄ
Ｖ
と
意
識
し
て
い
な
い
潜
在
的
な
Ｄ
Ｖ
は
、
被
害
の
数
値
に
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん

の
で
、
現
状
は
も
っ
と
多
く
の
問
題
が
あ
り
そ
う
で
す
。

　
徳
島
県
に
お
い
て
も
、Ｄ
Ｖ
は
犯
罪
行
為
を
含
む
重
大
な
人
権
侵
害
で
あ
る
と
認
識
し
、
そ
の
防
止

に
重
点
的
に
取
り
組
む
よ
う
、
多
く
の
施
策
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
誰
に
も
相
談
で
き
な
い
…
、
話
を
聞
い
て
く
れ
る
人
が
い
な
い
…
と
一
人
で
抱
え
込
ん
で
い
ま
せ

ん
か
？

　
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
、
心
配
ご
と
相
談
所
な
ど
村
の
機
関
も
活
用
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
暴
力
か
ら
の
脱
出
や
生
活
再
建
に
つ
い
て
共
に
考
え
ま
し
ょ
う
。

○
佐
那
河
内
村
社
会
福
祉
協
議
会
心
配
ご
と
相
談
所

　
相
談
時
間
：
面
接
相
談
　
第
２
、
４
月
曜
　
９
時
〜
12
時
　

　
　
　
　
　
　
電
話
相
談
　
月
〜
金
　
　
　
　
９
時
〜
17
時

　
場
　
　
所
：
佐
那
河
内
村
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー

　
電
話
番
号
：
０
８
８

-

６
７
９

-

２
４
３
２

○
徳
島
県
中
央
こ
ど
も
女
性
相
談
セ
ン
タ
ー

　
電
話
番
号
：
０
８
８

-

６
２
３

-

８
１
１
０
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　平成２３年３月１１日に発生しました東日本大震災に義援金の募集を
お願いしたところ、個人２９人、１４団体、４０常会、６カ所の募金箱より社
会福祉協議会に寄せられました。
　義援金の総額は１，８５０，８５５円です。日本赤十字社徳島県支部を通じ
て被災者の皆さまにお送りします。
ありがとうございました。
※その他、各方面へ寄託された皆さまもおられます。

第133号

あり
がとうございました。

東日本大震災義援金へのお礼
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合　計
18,420千円

補助金
7,600

（41.3％）

受託金収入
3,530

（19.2％） 寄附金収入
1,000（5.4％）

（単位：千円）

積立預金取崩収入
1,150（6.2％）

繰入金
1,150（6.2％）

雑収入
786（4.3％）

共同募金配分金収入
704（3.8％）

繰越金
2,200

（11.9％）

事業収入  300（1.7％）

歳入 18,420千円歳入 18,420千円 歳出 18,420千円歳出 18,420千円

第133号

合　計
12,355千円

受託金収入
3,150

　　（25.5％）

（単位：千円）

雑収入
355（2.9％）

運営費収入 8,800
（71.2％）

会費収入 50（0.4％）

歳入 12,355千円歳入 12,355千円 歳出 12,355千円歳出 12,355千円

●心配ごと相談所●
関係機関とのパイプ役

★農作業またはこれらに類す
る手伝い
★簡単な大工、左官仕事、修
理修繕など
★庭の除草、植木や盆栽の手
入れなど
★病人介護、家事手伝いなど
★書類の整理、宛名書きなど
★ポスター・チラシ等の配布・
その他

会員はこんな
仕事をしています!!

一般会計

　暮らしを通して知りたいこと、心配ごと
や悩みごとの問題解決をお手伝いする『心
配ごと相談所』は、平成14年度から司法書
士の先生を相談員に加えて、開設する日を
設けています。
　財産のこと、登記のことなどで悩んでお
られる人は、相談に来られるか、お電話を
おかけください。

　社会福祉協議会　☎679-2432　

社会福祉協議会予算シルバー人材センター会計

事業費
4,275（23.2％）

負担金　155（0.8％）

負担金　60（0.5％）
予備費　5（0.0％）

人件費
　3,300（26.7％）

事業費
　8,990（72.8％）

人件費
8,975（48.7％）

繰入金支出　1,150（6.2％）

助成金　1,150（6.2％）

予備費　620（3.4％）

共同募金配分事業費　930（5.1％）

積立金　780（4.3％）

事務費　385（2.1％）

（単位：千円）（単位：千円）
◎地域福祉を推進するための事業
　○心配ごと相談に関する事業（年間）

　　◆特設相談日（予定表）

　○生活福祉資金に関する事業
　○ボランティア推進（年間）

◎高齢者・障害者支援を推進するための事業
　○給食サービス事業（年10回ひとり暮らし対象）

　ふれあい昼食会は、ボランティアによって支
えられています。

　○高齢者大学
　○障害者社会参加事業
　○安全点検

◎児童育成を推進するための事業
　○学童保育

◎善意銀行へ寄せられた預託金での事業
　（預託金の3月末現在高 20,952,645円）
○村民の皆様より社会福祉のためと寄せ
られた預託金は配食サービス利用補助
などに活用します。

　利用補助券で、週1回訪問給食400円
を補助します。

　　※利用できる人
●65歳以上ひとり暮らしの人（実態による）
●地域ケア会議委員が必要と認めた人

◎要援護者などの歳末たすけあい事業
　○在宅療養者
　○施設入所者
　○長期入院者　他　要援護者

◎事務局の費用
○理事会、評議員会など社協の会議費用
及び一般管理費

会

　長

　原 

　
　仁 

志

副
会
長

　長 

尾

　久 

代

　〃

　
　元 

木

　秀 

男

理
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井
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美
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原
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文
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　森 

本
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　日 

下
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一
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藤
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美
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　岩 

角

　敏 

弘

評
議
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　岡 
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勤
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さ
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　松 
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智
代
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峨

　輝 
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　瀧 
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宏
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マ
サ
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寛
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　浩 
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　榮 
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と
し
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〃
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　郁 
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　充 

祥
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　松 

下

　
　

 

弘

（敬称略）（平成23年6月1日現在）社会福祉協議会役員平成23年度
●善意銀行だより●

　左記の預託金は、社会福祉のために役立ててくださ
いと寄せられたものです。善意によって膨らんだ預託
金を元金とした利子を活用し、地域福祉事業などの推
進のため、有意義に活用させていただきます。ありが
とうございました。

高齢化が急速に進む中で、「就職は

望まないが働く機会を得たい」と

いう健康なおおむね60歳以上の

高齢者などが参加し、臨時的・短

期的な仕事を会員の希望と能力に

応じて提供し、就業機会の増大を

図り、生きがいを高めることを目

的としています。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に

相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
!

あなたの…

様々な分野で長年培った
技能を活かしてみませんか?

シルバー人材
センターとは ?

平成23年度

知識 経験 技能
活かそう!!

開設日

相談員

司法書士

平成23年 24年
7
25

9
26

11
28

1
23

3
26

●横　山　甫　行 様………金一封

●加　藤　秀　數 様………金一封
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（41.3％）
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第133号
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関係機関とのパイプ役
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る手伝い
★簡単な大工、左官仕事、修
理修繕など
★庭の除草、植木や盆栽の手
入れなど
★病人介護、家事手伝いなど
★書類の整理、宛名書きなど
★ポスター・チラシ等の配布・
その他

会員はこんな
仕事をしています!!

一般会計

　暮らしを通して知りたいこと、心配ごと
や悩みごとの問題解決をお手伝いする『心
配ごと相談所』は、平成14年度から司法書
士の先生を相談員に加えて、開設する日を
設けています。
　財産のこと、登記のことなどで悩んでお
られる人は、相談に来られるか、お電話を
おかけください。

　社会福祉協議会　☎679-2432　

社会福祉協議会予算シルバー人材センター会計

事業費
4,275（23.2％）

負担金　155（0.8％）

負担金　60（0.5％）
予備費　5（0.0％）

人件費
　3,300（26.7％）

事業費
　8,990（72.8％）

人件費
8,975（48.7％）

繰入金支出　1,150（6.2％）

助成金　1,150（6.2％）

予備費　620（3.4％）

共同募金配分事業費　930（5.1％）

積立金　780（4.3％）

事務費　385（2.1％）

（単位：千円）（単位：千円）
◎地域福祉を推進するための事業
　○心配ごと相談に関する事業（年間）

　　◆特設相談日（予定表）

　○生活福祉資金に関する事業
　○ボランティア推進（年間）

◎高齢者・障害者支援を推進するための事業
　○給食サービス事業（年10回ひとり暮らし対象）

　ふれあい昼食会は、ボランティアによって支
えられています。

　○高齢者大学
　○障害者社会参加事業
　○安全点検

◎児童育成を推進するための事業
　○学童保育

◎善意銀行へ寄せられた預託金での事業
　（預託金の3月末現在高 20,952,645円）
○村民の皆様より社会福祉のためと寄せ
られた預託金は配食サービス利用補助
などに活用します。

　利用補助券で、週1回訪問給食400円
を補助します。

　　※利用できる人
●65歳以上ひとり暮らしの人（実態による）
●地域ケア会議委員が必要と認めた人

◎要援護者などの歳末たすけあい事業
　○在宅療養者
　○施設入所者
　○長期入院者　他　要援護者

◎事務局の費用
○理事会、評議員会など社協の会議費用
及び一般管理費
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（敬称略）（平成23年6月1日現在）社会福祉協議会役員平成23年度
●善意銀行だより●

　左記の預託金は、社会福祉のために役立ててくださ
いと寄せられたものです。善意によって膨らんだ預託
金を元金とした利子を活用し、地域福祉事業などの推
進のため、有意義に活用させていただきます。ありが
とうございました。

高齢化が急速に進む中で、「就職は

望まないが働く機会を得たい」と

いう健康なおおむね60歳以上の

高齢者などが参加し、臨時的・短

期的な仕事を会員の希望と能力に

応じて提供し、就業機会の増大を

図り、生きがいを高めることを目

的としています。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に

相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
!

あなたの…

様々な分野で長年培った
技能を活かしてみませんか?

シルバー人材
センターとは ?

平成23年度

知識 経験 技能
活かそう!!

開設日

相談員

司法書士

平成23年 24年
7
25

9
26

11
28

1
23

3
26

●横　山　甫　行 様………金一封

●加　藤　秀　數 様………金一封
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死亡おくやみ申し上げます（敬称略）

死亡年月日 氏名 住所 年齢
23. ５. ５ 前　畑　オシマ 寺　谷 93歳
23. ５. 19 峰　　　妙　子　 父ノ久保 70歳
23. ６. ２ 黒　石　頼　一　 横　関 85歳

　地域包括支援センターは、高齢者の介護や福祉、医療、そして権利などを
守るために、高齢者の生活をサポートする総合相談機関です。介護等に関す
る相談事がありましたら、気軽にご相談下さい。
　また、すこやかクラブ・ゲートボール教室・コーラス・公開講座等の介護
予防教室も開催しています。皆さまのご参加をお待ちしております。

佐那河内村地域包括支援センターだより佐那河内村地域包括支援センターだより佐那河内村地域包括支援センターだより

●何でもご相談下さい！●
地域包括支援センターは、あなたの生活をサポートします

■ 佐那河内村地域包括支援センター
■ 場所：特別養護老人ホーム 健祥会ハイジ内
■ 電話：679－3383
■ 担当：久米・大西・佐々木

６月号

結婚おめでとうございます（敬称略）

婚姻年月日 夫 住所 妻 住所　
23.5.10 木下　辰哉 戎浦 大西めぐみ 徳島市
　　

出産おめでとうございます（敬称略）

生年月日 父及び母 続柄 子の名前 住所　
23.5.12 久米洋輔・愛 二女 杏紗（あずさ） 一ノ瀬
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時 所 対
持 問

日 曜 行　　事　　名 とき・ところ 備　　考

16 木
わんぱく広場 10：00〜11：20

保育所 保健師相談日

6 月定例議会（一般質問） 9：00〜
役場3階議場

17 金
6 月定例議会（表決・閉会） 9：00〜

役場3階議場

健康相談
寺谷生改センター10：00〜11：00
保健センター13：30〜14：00
根郷集会所14：15〜14：40

18 土 宮前公民館芸能祭 19：00〜
宮前公民館

18
�〜19

土
�〜日 村の写真集撮影 防災無線でお知らせします

19 日 田休み

22 水 可燃ゴミ・古紙など収集日 8：30〜11：00
追上駐車場

23 木 健康料理教室 10：00〜10：15（受付）
農振センター１階（会議室）

　健康づくりに関心のある方　 材料代
200円、米１合、エプロン、筆記用具など

25
�〜26

土
�〜日 村の写真集撮影 防災無線でお知らせします

27 月
心配ごと相談・行政相談 9：00〜12：00

農振センター２階（小和室）

いきいき体操教室 13：30〜15：30
根郷集会所

　医師から運動制限を受けていない概ね
65歳以上の方　 運動しやすい服装など

29 水 可燃ゴミ・古紙など収集日 8：30〜11：00
追上駐車場

2 土 保育所夕涼み会 15：30〜18：00
保育所 保護者会主催

6 水 可燃ゴミ・古紙など収集日 8：30〜11：00
追上駐車場

7 木
すずらん会交流七夕まつり 10：00〜

保育所

ふれあい昼食会 11：00〜
農振センター

11 月
心配ごと相談・人権擁護相談 9：00〜12：00

農振センター２階（小和室）

いきいき体操教室 13：30〜15：30
健祥会ハイジ1F展示室

　医師から運動制限を受けていない概ね
65歳以上の方　 運動しやすい服装など

13 水 可燃ゴミ・古紙など収集日 8：30〜11：00
追上駐車場

15 金 健康相談
桜集会所10：00〜11：00
宮前公民館11：15〜11：40
嵯峨生改センター13：30〜14：30
嵯峨老人憩の家14：40〜15：20

時
所
時
所
時
所

時
所

時
所

時
所

時
所

時
所

時
所

時
所

時
所

時
所

時
所
時
所

時
所

時
所

時
所

時
所

時
所

時
・
所

時
・
所

対

対

対

持

持

持

7/

6/

sanagochi 21



ヘ
ル
ス
メ
イ
ト（
食
生
活
改
善
推
進
員
）の
お
す
す
め
レ
シ
ピ

No.27

鶏むね肉は、淡泊な味で柔らかく、
脂肪も少なくヘルシーです。
安価なのもうれしい食材です。

鶏肉のフリッター（フリッター＝西洋天ぷら）

鶏むね肉………200ｇ
  塩………………少々
  こしょう………少々
卵白………………１コ
片栗粉…………適宜

　酒……………大1・1/3
　生姜汁………大1・1/3
　しょうゆ……大1・1/3
揚油……………適宜

《材料（４人分）》 

エネルギー 125kcal たんぱく質 12.5g 脂　　　質 5.8g
炭水化物 3.6g 塩　　　分 1.1g 　　

1人当たり
栄養成分

A

①鶏肉は一口大の斜め切りし、軽く塩・
こしょうをふる。
　バットにＡの調味料を合わせ、鶏肉を
10分間つけ、汁気を切る。

②ボールに卵白を入れ、しっかり泡立て
て片栗粉をまぶした①を加え170℃に
熱した油でカラリと揚げる。

★ポイント★　

卵白は角が立つ位、泡立てます。

《作り方》

　

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
が
終
わ
る
頃
（
大

川
原
で
は
6
月
）
ツ
ル
植
物
、
ス
イ
カ
ズ
ラ

の
季
節
と
な
り
、
林
の
縁
や
野
道
の
藪
な
ど

で
何
と
も
言
え
な
い
甘
い
芳
香
を
漂
わ
せ
て

咲
き
始
め
る
。
葉
腋
に
２
個
ず
つ
花
を
つ
け
、

花
弁
は
先
が
５
裂
し
て
、
４
片
は
上
を
、
１

片
は
下
を
向
く
。
花
の
管
の
部
分
に
蜜
が
あ

り
、
子
供
が
よ
く
吸
う
の
で
吸
い
葛
。
蕾
や

咲
き
初
め
は
白
色
で
、
日
が
た
つ
と
黄
色
に

変
色
し
て
白
、
黄
２
色
が
混
在
す
る
の
で
キ

ン
ギ
ン
カ
（
金
銀
花
）、
冬
も
葉
が
つ
い
て

い
る
の
で
ニ
ン
ド
ウ
（
忍
冬
）
と
も
呼
ば
れ
る
。

芳
香
は
夜
の
方
が
強
く
、
蛾
が
花
粉
を
媒
介

す
る
ら
し
い
。
実
は
丸
く
黒
い
液
果
で
あ
る
。

　

葉
は
入
浴
剤
と
し
て
神
経
痛
、
痔
の
痛
み

に
効
く
。
中
国
で
は
花
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
薬
で
、
ア
メ
リ
カ
の
実
験
に
よ
る
と
抗
生

物
質
よ
り
効
果
が
あ
る
と
か
。

　

ス
イ
カ
ズ
ラ
科
ス
イ
カ
ズ
ラ
属

　

�（
な
お
、
ジ
ャ
ス
ミ
ン
は
モ
ク
セ
イ
科
の
植

物
で
中
国
原
産
で
あ
る
。）

　

花
期
：
５
～
６
月

　

分
布
：
日
本
、
朝
鮮
半
島
、
中
国

「
蚊
の
声
す
忍
冬
の
花
散
る
た
び
に　

蕪
村
」

�

（
東
）

和
製
ジ
ャ
ス
ミ
ン

「
ス
イ
カ
ズ
ラ
」

ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

No.
181

今月の自然体験活動（要予約）

6/26㈰
10時〜15時

夏の自然塾
「自然のアルバム作り」

7/17㈰
10時〜15時

探虫会
「渡りをするチョウ」

■お申し込み・お問い合わせ先
　ネイチャーセンター
　　　　　　　（☎679-2238）
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